
     
島根大学職員組合から 

 

当局が一方的に決めた「職員給与規定等の一部改正について」 

--55 歳を超える職員の昇級の事実上の停止、早期退職募集制度-- 
 

○組合との交渉の途中である。（次回は１月１６日を提案してきた） 

にもかかわらず、一方的にメールが送られた。 
しかも、１２月２７日（金曜）１５時４６分！ 

 

○交渉では当局は  「不利益変更」と，はっきり発言した。 

しかし２７日のメールでは人事院勧告に従っただけと、不利益変更を否定。 
これでは不誠実です。 
かけこみ、そして、こんな大切な問題なのに、押しつけ… 

 

○これはお給料の問題です、労働の対価です！！ 

全国の大学と同じ仕事（労働）を行っているはずなのに、なぜ、島大が！！ 
 

○はたらく人のプライドはどこに、 

大学には話し合いがなくなったのでしょうか？？ 
モチベーションの低下は明らかです、 
４月からは消費税が up するのに、そなえは？ 

 
 
学長への信頼は失われた。 
組合は是正を求め，団結してがんばります。 
 

2014 年 1 月 7 日 
島根大学職員組合中央執行委員会 
連絡先 内線 2198  union-s@sula0043.soc.shimane-u.ac.jp 

 
給与はこれだけ下がります。裏面をご覧ください。 

迎春 



昇給制度の改正によるモデルケース 

 
 




